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「清泉寮」開設から 90 周年 

 

 

清泉女子大学の前身である私塾の「清泉寮」が 1935

年 4 月 11 日に開設されてから、今年で 90 年目を迎

えました。その意味で清泉女子大学創基 90 周年を

迎えたと言えるでしょう。 

 

「清泉寮」が開設されたのは、ローマから４名の聖

心侍女修道会のシスターズが来日した翌年のこと

です。東京都麻布区（現在の東京都港区）の三河台

の旧志賀直温（志賀直哉の父）邸に修道院がおかれ、

同じ敷地内に「清泉寮」が開設されたのでした。 

 

この旧志賀邸を見つけたのは、故吉田茂元首相の夫

人である吉田雪子氏です。 

 



史料室では「清泉寮」が開設された時に作られた「趣

意書（写）」を展示しています。この趣意書は後援

会メンバーの手で女子学習院や聖心女子学院へ届

けられました。吉田雪子夫人が中心となり作成され

た趣意書ですが、あえて「後援者」から名前を外し

ています。 

 

後援者メンバーについては『泉は涸れず』上（シス

ター森本季子著）の 136 頁に詳細が記されています。

中でも二番目に名前のみえる「徳川為子」氏は本学

本館「旧島津家本邸」を建てた島津忠重公の妹にあ

たる方です。この時より島津家とのご縁が始まって

いたことは興味深いですね。 

 



✿写真解説✿ 

一枚目の写真は「清泉寮」の正門の写真です。よく

目を凝らして見ていただくと、右手の門柱に「清泉

寮」の表札を確認することができます。 

 

 

「史料室だより」は清泉女子大学公式インスタグラ

ムにて連載中です。 


